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小学校学習指導要領生活編のなかの教育目標には,見る,触れる,遊ぶなどの具体的な活動や体験を通して楽しさ

や,そこで気付いたことを言葉や絵で表現する学習活動であると記されている｡ここでは,小学校生活科の中でムラサ

キキャベツや赤タマネギなどの野菜類を使って色水を作ったり,それらの色水に日常生活の場に見られるレモン汁,食

塩や重曹を水に溶かした液を入れることによって元の色水を変色させたり,色水を使って布を染色したりするなどの体

験活動を取り入れた指導の在り方について検討した｡

は じ め に

小学校生活科では,児童が具体的な活動や体験を通し

て身の回りの自然や社会,自分自身を対象にかかわりな

がら,それら-の興味 ･関心を高めたり,かかわり方を

身に付けたりすることがねらいとなっている｡

しかし,社会の著しい変化の中で自然に関する直接体験

が減少していることが問題として指摘されており,生活

科の中での自然とのかかわりを一層重視する必要がある

と言われている1)｡ 自然は,児童が素朴な疑問を抱い

たり,自らの考えを生かして問題解決的に直接触れなが

らかかわったりすることができる対象であり,児童の知

的好奇心や探求心の芽を育てるためになくてはならない

対象といえる｡

これまでの生活科の中では,動植物を対象とした遊び

や飼育栽培が中心となっているが,学習指導要領の改訂

に向けて科学的な遊びを位置付けるなど,今後は生活科

でいう ｢知的な気付き｣ の深まりを期待した幅広い自然

体験の工夫が求められるものと考えられる｡

生活科の教科書には,自分たちで育てたアサガオなどの

花から色水をつくったり,それらを使って遊んだりする

活動が取り上げられている2)｡この活動を広げ,花ばか

りでなく,家庭で身近に接する機会の多い野菜を利用す

ることが考えられる｡身近な生活の場にある事物 ･現象

に親しみを覚え,知的好奇心を一層高めるために効果的

ではないかと思われる｡

ここではポリフェノール系の色素を含有したムラサキ

キャベツ,赤タマネギなどの野菜からの色水づくり,そ

れらの色水に身近な生活の場にあるいろいろな物 (レモ

ン汁,食酪 食塩水,砂糖水,重曹水,虫さされ用アン

モニア水)を入れることによって色を変える色水遊び,

さらに,色水を使って木綿の布を染めたり,着色したス

ライムを作ったりする活動-の適用など,体験活動を取

り入れた生活科の指導の在り方を報告する｡
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体験活動のねらい,活動構成および実施方法

1 体験活動のねらいと活動構成の考え方

本活動は,小学校学習指導要領生活科の目標のうち,

｢自分と身近な動物や植物などの自然とのかかわりに

関心をもち,自然を大切にしたり,自分たちの遊びや生

活を工夫したりすることができるようにする｡｣に対応

し,内容(6)｢身の回りの自然を利用したり,身近にあ

る物を使ったりなどして遊びを工夫し,みんなで遊びを

楽しむことができるようにする｡｣を主な内容として実

施することが考えられる｡実施時期としては,第 1学

年の第 1学期にアサガオなどの花の継続的な栽培の過程

で,咲いた花を使った押し花づくり,色水づくりをきっ

かけに発展的に実施することが期待できる｡

主な活動構成の一例としては,次のような展開が想定

される｡

第一次 花や野菜で色水をつくろう (3時間)

第 1時 アサガオの花できれいな色水をつくろう

第2時 野菜を使って色水をつくろう

第3時 色を変えてきれいな色水にしよう

第二次 色水で布を染めて,自分だけの壁飾りをつ

くろう (2時間)

第三次 きれいな色のスライムをつくろう(2時間)

第四次 できた色水や壁飾り,スライムのじまん大

会をしよう (1時間)

ここに示した活動構成例の特徴は,児童が色水をつく

る,いろいろな色の色水をつくる,布を染めて壁飾 りを

つくる,色水でスライムをつくるなど,つくる･遊ぶの

活動を中心に構成していることである｡つくる･遊ぶの

活動には,児童が主体的,積極的に対象にかかわること

ができるという特性があり,児童が工夫したり利用した

りして自分とのかかわりの中で活動を進めていくことが

できるというよさがある｡生活科らしい自然体験という

ことができる｡ここでは8時間の活動時間を予定してい

るが,実施時期や他の活動との組み合わせにより,この

一部を活用することもできる｡児童の興味 ･関心に応じ

て時間を配分するよう留意する必要がある｡

2 体験活動の実施方法

アサガオの花の色水づくりについては,教科書等に示

されているため2),ここでは,野菜を使った色水づくり,

色水を使った布の染め方,色水を使ったスライムづくり

の具体的な実施方法について述べる｡

(1) 準備物 :ムラサキキャベツ,赤タマネギ,通常の

タマネギ,鍋,箸,ガラスまたはプラスチック製

コップ (透明),計量器 (目盛 りの付いたビーカー

でも良い),小匙 (家庭の食卓で使用するもの),レ

モン汁,食酢,食塩水 (5%),砂糖水 (5%),塞

曹水 (5%)3),アンモニア水 (虫さされ用)3),木

綿の布,ミョウバン水 (4%)3),洗濯のり (PVA),

ほう砂3)

(2) 野菜を使って色水をつくろう

① ムラサキキャベツからの色水づくり

鍋に2-6C適の大きさに細片したムラサキキャベ

ツ60gと水600mlを入れ,5分位煮沸する｡その後,

キャベツを箸で取り除くと濃い紫色の色水が得られ

る｡

② 赤タマネギの表皮からの色水づくり

鍋に赤タマネギの表皮 6gと水600mlを入れ,5

分位煮沸する｡その後,タマネギの表皮を除くと赤

色の色水が得られる｡

③ 赤タマネギの表皮を除去した後の本体240gを細

片したものと水600mlを鍋に入れ,5分位煮沸する｡

その後,タマネギを除くと薄いピンク色の色水が得

られる｡

(3) 色を変えてきれいな色水にしよう

(2)の①～③の各色水20m1位を透明なガラスコップ

に7個用意する｡各色水に,レモンの絞り汁,食酢,食

塩水 (5%),砂糖水 (5%),重曹水 (5%),アンモ

ニア水 (5% :市販の虫さされ用アンモニア水を水で約

半分に薄めて使用)の各々を小匙一杯分入れる｡ 1個の

もとの色水には何も入れない｡もとの色水の色に変化が

見られるか,何も入れなかった色水の色と比較して観察

する｡

上記のムラサキキャベツの液に重曹水を入れて変色し

た液の中に,食酢を小匙一杯入れてみよう｡

(4) 色水を使って布を染めてみよう

① ガラスまたはプラスチック製の透明なコップを
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5個準備する｡(a)コップ1個に(2)の①でつくっ

たムラサキキャベツの色水を100m1位入れ, もう1

個のコップに4%のミョウバン溶液を入れる｡色水

の入った容器に木綿の布を浸す (約 5分間)｡その

後,布を取り出し,硬く絞 り,ミョウバン溶液に浸

す (約 5分間)｡布を再び取 り出し,硬く絞 り,さ

らにもとの色水に浸す｡この操作を3回繰 り返した

後,乾燥する｡ (b)コップ 1個に(2)の①でつくっ

たムラサキキャベツの色水を100m1位入れ,それに

10m1位の食酢を入れる｡ もう1個のコップに4%

のミョウバン溶液を入れる｡色水と食酢の入った容

器に木綿の布を浸す (約 5分間)｡その後,布を取

り出し,硬く絞 り,ミョウバン溶液に浸す (約 5分

間)｡布を再び取 り出し,硬 く絞 り, さらにもとの

色水に浸す｡この換作を3回繰 り返した後,乾燥す

る｡(C)コップ1個に(2)の①でつくったムラサキ

キャベツの色水を100m1位入れ,それに10m1位の食

酢を入れる｡色水と食酢の入った容器に木綿の布を

浸したまま放置し,30分後に液から取 り出して乾燥

する｡

② ムラサキキャベツの代わ りに, 上記の赤タマネ

ギの表皮からの色水 (2)の②,本体からの色水(2)

の③を使用 し, (4)の①に記 した と同 じ(a),

(b)(C)の方法で布を染める｡

③ 通常の黄色タマネギの表皮を用い,(2)の②に記

したと同じ操作で色水(黄褐色)を作った｡それを用

い,(4)の①に記 したと同じ方法で布を染める4)0

④ 通常の方法で,紅茶から飲料用紅茶液 ､(樺色)を

つくり,それを用いて(4)の①に記 したと同じ方法

で布を染める｡

(5) 色水を使ってスライムをつくろう

文献 5)を参考に以下の方法でつくった｡ コップ

(ガラス製またはプラスチック製)の下から1/3

の高さの所まで洗濯のりを入れ,次いで,同じ容量

のムラサキキャベツから作った色水を加え,割 り箸

でよくかきまぜ る (A液)｡別に,同じ大きさの

コップにムラサキキャベツの色水を1/3の高さま

で入れ,それにほう砂の粉末を入れながら飽和溶液

をつくる (B液)0 A液をよくかきまぜながら,B

液を加え,激 しくかきまぜる｡

実施した結果と考察

(1) 体験活動の実施方法の項の ｢色水づくり｣と ｢色

水の色を変えてみよう｣の項目で記 した活動の結果

を表 1に示 した｡

ムラサキキャベツの色水の色変化に比べ,赤タマ

ネギ表皮の色水は鋭敏さに欠ける｡赤タマネギ本体

の色水では,色の変化は赤タマネギ表皮を使った場

合よりさらに変化はわか りにくい｡通常の黄タマ

ネギの色水はレモン汁,食酢,食塩水,砂糖水のど

れを加えても変色は見られなく,元の樫色のままで

あった｡ しかし,重曹水およびアンモニア水を入れ

た場合は赤色気味に変化 した｡ しかし,全体に変化

はほとんど見られなかった｡

ムラサキキャベツの色水 (紫色)に重曹水を入れ

て青緑色に変色 した液に,小匙一杯の食酢を入れる

と赤紫色に変色 した｡ しかし,アンモニア水で変色

表1 色水に各種の液を入れたものの色

元の色水 レモン汁 食酢 食塩水 砂糖水 重薯水 アンモニア水

ムラサキキャベツ 紫色 紫赤色 赤紫色 紫色 紫色 青緑色 黄緑色

赤タマネギ表皮 桃色 赤色 赤色 桃色 桃色 暗赤色1) -暗赤色1)

赤タマネギ本体 薄桃色 赤桃色 赤桃色 薄桃色 薄桃色 黄色 黄色

黄タマネギ本体 樟色 樺色 樺色 樺色 樺色 赤色 赤色

紅茶 桂色 2) 2) 樺色 樺色 濃赤褐色 濃赤褐色

ウ-ロン茶 樺色 3) 樺色 樺色 樺色 4) 濃樺色

1)加えた瞬間は液の色は青っぽく見える｡2)元の橿色が薄くなる｡3)元の樺色がごくわずか薄くなる｡4)わずかに濃くなる｡
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.した黄緑色の液に食酢を小匙一杯入れても黄緑色

のままで,かなり多量の食酢を入れてやっと薄い赤

紫色～樺色がかった色に変色した｡また,ムラサキ

キャベツの色水に食酢を入れて赤紫色になった液に

小匙一杯のアンモニア水 (5%)を入れると緑色に

変色した｡ムラサキキャベツの色水にレモン汁をい

れて紫赤色になった液に同じアンモニア水を小匙一

杯入れると青緑色に変わった｡

ムラサキキャベツを使った体験活動と同様に,赤

タマネギの表皮から得た色水に重曹水を加え暗赤色

になった液に,小匙 1杯の食酢を入れるとほぼ元の

桃色に近い色水になった｡しかし,アンモニア水を

加えて暗赤色になった液に,食酢を小匙 1- 2杯加

えても元の桃色には戻らず,かなり多量の食酢を入

れてやっと桃色に戻った｡一方,最初の色水にレモ

ン汁または食酢を入れて得られた赤色の液に重曹水

やアンモニア水を小匙2杯入れると暗赤色に変わっ

た｡

赤タマネギの表皮を使った活動と同様に,赤タマ

ネギ本体から得た色水 (薄桃色)に重曹水を入れて

黄色に変色した液に,小匙2杯の食酢を入れると元

の薄桃色に戻った｡しかし,アンモニア水で変色し

た黄色の液に食酢を2杯入れてもわずかに桃色が感

じられる程度であった｡一方,食酢を入れて赤桃色

になった液に小匙2杯のアンモニア水を入れると緑

黄色に変わった｡また,元の色水にレモン汁を入れ

て得られた赤桃色の液に小匙2杯のアンモニア水を

入れると,この場合も緑黄色に変わった｡

黄タマネギの表皮から得た色水に重曹水,アンモ

ニア水を入れて赤っぽく変わった液に,食酢を多量

に入れるともとの樺色に戻ったが,変色はわずかな

のでよく観察する必要がある｡

紅茶およびウ-ロン茶の色水では,レモン汁ある

いは食酢を入れて元の燈色が薄くなった液にアンモ

ニア水を小匙2杯程度入れると濃く,逆に元の色水

に重曹水あるいはアンモニア水を入れて濃くなった

液の各々に食酢を小匙で数杯入れると薄くなった｡

(2) 体験活動の実施方法の項の ｢布を染めてみよう｣

の項目で記した活動の結果は下記の通りである｡

ムラサキキャベツで染めた場合 (実施方法の部の

(4)の①),(a),(b),(C)のどの方法でも薄い

ピンク色に染まったが,(C)の色水に食酢を混ぜた

液に浸し続けたものが最も濃く染まっていた｡(a)

と(b)ほとんど差が見られなかった｡

赤タマネギの表皮で染めた場合 (実施方法の項の

(4)の②),(a),(b)と(C)では大きな差が見ら

れた｡(a),(b)では黄色に染まり,(C)ではやや

ピンクがかった色調に染まった｡赤タマネギ本体で

染めた場合 (実施方法の項の(4)の②)も表皮で染

めた場合と同じで,(a)と(b)ではほとんど同程度

の薄い黄色に染まった｡しかし,表皮を使った(a)

や(b)の場合より薄い黄色であった｡(C)ではピン

ク色に染まった｡しかし,表皮を使った(C)の場合

より薄いピンク色であった｡好みに応じて表皮,本

体を使い分けるのも面白い｡

黄タマネギの表皮で染めた場合 (実施方法の項の

(4)の③),(a)および(b)の方法では,類似の濃

黄色に染まったが,(C)の方法では薄い黄色であっ

た｡黄タマネギによる布の染色はよく紹介されてい

るが4),方法を変えることによる色調の変化も教材

として興味深いと思われる｡

紅茶による染色 (実施方法の項の(4)の④)で

は,(a),(b),(C)いずれの方法でもほとんど差

は見られず,すべてオレンジ色であった｡

(3) ムラサキキャベツの色水を使ったスライムづくり

実施方法の部の(5)に記した方法でスライムづく

りを行った結果,薄い紫色に着色したスライムがで

きた｡･しかし,つくった後のスライムを使ってさら

に遊ぶ場合,ムラサキキャベツからの色水のなかに

は野菜の腐敗によるバクテリアの付着なども考えら

れるので,せいぜい作った当日に留めることが必要

である｡

小学校 ｢生活科｣での指導方法

生活科の内容(6)｢身の回りの自然を利用したり,身

近にある物を使ったりなどして遊びを工夫し,みんなで

遊びを楽しむことができるようにする｡｣に示されてい

るように1),児童が身の回りの自然や物を使った遊びを

工夫することは,児童の生活を豊かにすることである｡
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生活科の指導方法は,そのような遊びの工夫をいかに保

障するかという点で検討されなければならない｡児童の

遊びは,単に自由に任せておけば広がったり深まったり

するというものではなく,心地よい体験として意図的,

計画的に出会わせる工夫が必要である｡本稿で示 した

色水づくりをはじめとする体験活動は,目の前で起きる

現象の面白さや美しさが原動力となり,児童の活動-の

興味 ･関心,意欲を高めるための条件を備えている｡ま

た,色を変化させたり,布を染めたりスライムづくりに

利用したりするなど,活動を発展的に展開することが可

能である｡遊びを工夫し一層楽しいものにしていくとい

う過程を十分に味わうことができるものとして期待でき

る｡また,色水づくりに使用した物は,ムラサキキャベ

ツ,赤タマネギ,黄タマネギ,紅茶,クーロン茶などで

あり,また,色水の色を変える物も,レモン,食酢,食

塩,砂糖,重曹,アンモニア水 (虫さされ用)など家庭

の台所を中心に日常生活の中に存在するものばかりであ

る｡身近な野菜や生活用品が遊びに使えることを体験す

ることで,生活-の関心を高めることにもつながるもの

と考えられる｡

一方,｢色水遊び｣は保育園児や幼稚園児にとっても,

物とかかわる遊びのリス トに入れられ, 1-5歳児まで

の幅広い年齢層に発達段階に応じて楽しみながら,好奇

心 ･探求心を育むのに適した遊びの一つとして上げられ

ている6)｡従って,保育所や幼稚園との連続した教材 と

しての意味も大きいと考えられる｡保育所 ･幼稚園の段

階では,色水づくりを楽しむレベルであろうと考えられ

るが,小学校の生活科では,色水の色を変化させたり,

布の染色やスライムづくりに利用したりという内容まで

踏み込むことはふさわしいと考える｡さらに,生活科そ

のもののねらいではないが,この体験活動が,小学校の

高学年の理科で学習する水溶液 (水-の物の溶解,水溶

液の性質 (酸 ･アルカリ))において,児童が探求的に

活動したり,現象に対する考えを持ったりする上で,塞

礎的な体験として大きなはたらきをもつ｡このような体

験活動の意味を十分に理解し,学習指導に積極的に位置

付けることは,基礎的,基本的な内容を重視するこれか

らの教育に重要であると考える｡

お わ り に

数種類の野菜を使った色水づくり,色水の色の変化,

色水を使った布の染色などの遊び ･体験活動の教材化と

指導方法について述べた｡ここに記 した野菜以外でも,

濃い紫色をしたブ ドウの皮なども利用できる7)｡これら

の色水は,すべて野菜や果実に含まれるアントシアニン

やフラボノイ ド色素によるもので,色の変化は色素成分

の化学構造の変化が原因である｡なお,ここで取り上げ

た体験活動は家庭でも行 うことが可能で,活動を通して

の親子の対話にも有効であると考える｡
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